
「ＥＥ東北 ’０８」 の概要 
～  夢ひろげ 未来につなぐ 新技術  ～ 

１．目的 

建設事業に係わる新技術を公開し、その普及を図ることにより、技術開発を促進するとともに、 

良質な社会資本の整備を通じて地域の発展に寄与することを目的とする。 

展示技術は、「安全安心」、「環境」、「ゆとりと福祉」、「コスト縮減」、「品質確保」の５テーマに     
かかわるものを主体としている。 

平成２年度から開催し、今回が１９回目となる。 

 ２．主催 

         ＥＥ東北実行委員会 （委員長：東北地方整備局 企画部長） 

           [実行委員会構成団体名] 

       東北地方整備局、（社）日本土木工業協会東北支部、（社）日本道路建設業協会東北支部 

        （社）日本建設機械化協会東北支部、（中）全国コンクリート製品協会東北支部、 

        （社）全国特定法面保護協会東北地方支部、東北建設業協会連合会、（社）東北建設協会 

      （社）日本埋立浚渫協会東北支部、(社)建設電気技術協会東北支部 

青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、仙台市、東日本高速道路㈱東北支社 

３．後援 

        （社）土木学会東北支部、(社)建設コンサルタンツ協会東北支部、(財)日本建設情報総合センター、 

（財）先端建設技術センター、河北新報社、日刊建設工業新聞社、日刊建設通信新聞社、 

日刊建設産業新聞社、㈱建設新聞社 

 ４．実施内容 

         開催月日 開催場所 

平成２０年６月４日(水) 

 開会式：１０：００～ 

 ・挨 拶 東北地方整備局長、本省来賓 

・開会宣言 企画部長 

10:00～16:30 

新技術展示会 

 

 １５９社 

 ３４２技術 

６月５日(木)   9:30～15:00 

「夢メッセみやぎ」 

(仙台市宮城野区港
3-1-7) 

展示場（屋内ＡＢ・屋外） 

新技術活用 
討論会 

平成２０年６月４日（水） 

○ 「ボンテラン工法」 

○ 「ＳＰＡＣＥ２１工法」 

○ 「高品質トンネル覆工天端部締固
めシステム」 

○ 「航空静止画作成及び編集技術」 

13:00～15:00 「夢メッセみやぎ」 

屋内展示場 特設ステージ

          

５．「ＥＥ東北 ’０８」のポイント 

① 出展者数１５９者、出展技術数３４３技術。（昨年度：１４７者、３１５技術） 

② ＮＥＴＩＳ登録済技術が１４９技術と増加。（昨年度：１３７技術） 

③ 東北に拠点を置く出展者が２７社。（昨年度：２８社） 

④ テーマ別出展技術数は、安全安心１０６技術、環境６８技術、福祉６技術、コスト縮減８９技術、 

品質確保６１技術、その他１３技術で、コスト縮減と品質確保にかかわる技術が増加。 

⑤ 東北大学・宮城大学が特別参加。 

⑥  屋内展示場「特設ステージ」で、出展者による展示技術のプレゼンテーションを実施。 
 



新技術展示会 （６月４日（水）、５日（木） 夢メッセ屋内展示場内） 

 

１ 出展参加企業数及び出展技術数 

’０８ ’０７ 

構成団体名 出展者数 

（社） 

技術数 

（件） 

出展者数 

（社） 

技術数 

（件） 

日本土木工業協会 １８ ４３ １７ ３８ 

日本道路建設業協会 １１ ２９ １２ ３２ 

日本建設機械化協会 １０ ２５ １３ ３０ 

全国コンクリート製品協会 ３ ７ ３ ８ 

全国特定法面保護協会 ６ １３ ３ ７ 

東北建設業協会連合会 ２ ２ ２ ３ 

日本埋立浚渫協会 ６ １４ ８ ２０ 

建設電気技術協会 １０ １６ １０ １６ 

単独企業 ９１ １８８ ７７ １５６ 

国土交通省 ２ ６ ２ ５ 

計 １５９ ３４３ １４７ ３１５ 

ＮＥＴＩＳ登録技術数：１４９（１３７） 東北管内企業数： ２７（２８） 
                                         （ ）内は昨年の値 

 

２ テーマ別出展技術数 

出展技術数 
テーマ区分 

’０８ ’０７ 

  件 件 

安全安心 １０６ １０７ 

環境 ６８ ８４ 

ゆとりと福祉 ６ ７ 

コスト縮減・生産性向上 ８９ ６３ 

品質確保・向上 ６１ ３８ 

その他 １３ １６ 

計 ３４３ ３１５ 

１技術で複数のテーマを有するものは、主たるテーマで区分 

 
 



 
  新技術活用討論会  （６月４日(水)「夢メッセみやぎ」） 

     新技術の積極的活用と普及・拡大を目的として、新技術の開発・活用実績の報告を基に、 

意見交換・討論会を行い、新技術展示会を補完する。 

    発表技術は、東北管内で活用実績のある新技術から選定した。 

進行は、開発者・施工者・発注者から技術内容の紹介・報告(１５分)を行い、 

アドバイザー・会場との意見交換(１０分)を行う。 

 

     【日時】 平成２０年 ６月 ４日（水） １３：００～１５：００   

 

     【アドバイザー】 (社)日本建設機械化協会東北支部長 

            (社)日本土木工業協会東北支部長 

(社)日本道路建設業協会東北支部技術委員会委員 

            宮城県土木部事業管理課長 

東北技術事務所長 

 

     【次第（案）】 

            開会挨拶    ＥＥ東北実行委員会委員長            １３：００～ 

             東北地方整備局 企画部長 

 

           新技術活用討論会                １３：０５～１４：５０ 

①「繊維質処理土「ボンテラン」を用いた法面緑化について」 

開発者：㈱森環境技術研究所、施工者：東海林建設、発注者：山形県 

 

②「低空間・狭小な箇所における鋼管杭打設について(ＳＰＡＣＥ２１工法)」 

開発者：㈱松村組・㈱ジオトップ、施工者：寿建設㈱、発注者：福島県 

 

③「高品質トンネル覆工天端部締固めシステム」 

開発者：前田建設工業㈱、施工者：前田建設工業㈱、発注者：東北地方整備局 

 

④「航空静止画作成及び編集技術」 

共同研究：㈱エマキ、東北技術事務所                      

   

            閉会挨拶    ＥＥ東北実行委員会副委員長       １４：５０～ 

                    東北技術事務所長   

 


